
西神田2丁目
新町一丁目

西神田2丁目
新町一丁目

穐谷
建築事務所

穐谷
建築事務所

←長岡駅

←長岡駅

原信

新町
小学校

神
田
小
学
校

原信

新町
小学校

神
田
小
学
校

■本社MAP

と建てた家

特別編集

■本社／И長岡市石内2-5-15
С8時30分〜18時　
Л不定休
■標準工期／3カ月～4カ月　■年間建築棟数／4棟
■建設業許可番号／新潟県知事許可（般-20）第42939号
■モデルハウス棟数／0棟　※竣工物件の見学が可能。（要予約）

☎0258-86-5212

http://www.akiya-a.co.jp
contact@akiya-a.co.jp



長
岡
市
・
穐
谷
邸

楽
し
み
な
が
ら
賢
く
暮
ら
す

次
世
代
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

街
並
み
に
溶
け
込
み
な
が
ら

そ
っ
と
呼
吸
を
す
る
よ
う
に
佇
む
穐
谷
邸
。

目
指
し
た
の
は
、
無
理
す
る
こ
と
な
く

快
適
に
暮
ら
し
な
が
ら
も

環
境
に
貢
献
で
き
る

ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し
方―

―

。

「
エ
コ
」の
一
歩
先
に
あ
っ
た
の
は

心
か
ら
納
得
し
て
ス
ト
レ
ス
な
く
暮
ら
す

本
当
の
心
地
よ
さ
で
し
た
。

12



4 3

左頁･右上／屋根付きのテラスは薪置き場としても活躍。「すぐに薪を取りに行けるので非常に便利です」（ご主人）。
左上／RC造のガレージから張り出した雨よけが印象的なアプローチ。ガレージの側面には格子状に木を張り、和の風情を感じる佇まいに。
右下／ご主人の寝室はロフト下に天井を低く抑えて設計。独特のスケール感が、落ち着きのある空間を演出。
左下／リビングの吹き抜けには、一部に以前の家で使っていた梁を使用。およそ半世紀前にご主人の叔父様が加工してお父様が施工したものを、再利用した。

再生可能なエネルギーを使う薪ストーブも、スマートハウスのコ
ンセプトにかなったもの。ピザを焼いたりして火のある生活を楽
しんでいる。

作
っ
た
電
気
を
効
率
よ
く
使
う「
賢
い
家
」

家庭内の電化製品をネットワーク化するホーム･エ
ネルギー･マネジメント･システム（HEMS）のモニ
ター画面。電力の使用状況を「見える化」できる。

キッチンからテラスを望む。外部から視線の届かないテラスに向かって大きな窓を設けることで、プライバシーを守りながらリビング（写真右奥）やダイニング（写真手前）に光と風
を取り込める。

　

明
治
の
時
代
か
ら
代
々
住
み
継
い
で
き
た
土

地
で
、
大
工
だ
っ
た
お
父
様
が
造
っ
た
家
を
建

て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
穐
谷
さ
ん
ご
一
家
。

建
築
士
で
あ
る
ご
主
人
が
自
邸
を
手
掛
け
る
に

当
た
り
、キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
の
が「
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス（
賢
い
家
）」だ
っ
た
。

　

太
陽
光
発
電
な
ど
で
電
気
を
作
り
出
す
従
来

の
住
宅
が「
エ
コ
ハ
ウ
ス
」な
ど
と
呼
ば
れ
る
の

に
対
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」と
は
家
庭
内

の
電
化
製
品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
電
力
の

使
用
を
最
適
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
住
ま

い
の
こ
と
。
太
陽
光
発
電
で
電
気
を
作
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
を
蓄
電
池
に
溜
め
て
お
け
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
一
般
的
に
は
い
く
つ
か
の

定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

 

「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
し
た
理
由
は
、
環
境

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
エ
コ
な
動
機
か
ら
だ
け

で
は
な
い
ん
で
す
。
環
境
の
た
め
に
何
か
を
我

慢
す
る
暮
ら
し
方
は
、
結
局
は
続
か
な
い
。
最

新
の
技
術
を
駆
使
し
て
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
し

な
が
ら
、
結
果
的
に
環
境
に
も
家
計
に
も
貢
献

で
き
る―

―

。
そ
う
し
て
納
得
の
い
く
暮
ら
し

を
す
る
こ
と
が
、
本
当
の
心
地
よ
さ
に
繋
が
る

と
考
え
ま
し
た
」（
ご
主
人
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
快
適
な
暮
ら
し
を
叶
え
て
く
れ

る
も
の
は
、
先
進
の
技
術
だ
け
で
は
な
い
。
軒

の
出
は
夏
の
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
る
し
、
外

壁
の
淡
い
色
は
日
光
を
反
射
し
て
く
れ
る
。
昔

の
日
本
家
屋
は
、
自
然
の
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
の
工
夫
に
満
ち
て
い
た
。

 

「
風
通
し
や
太
陽
と
の
付
き
合
い
方
、
そ
し

て
街
並
み
と
の
関
わ
り
方
。
そ
れ
ら
に
対
し
て

素
直
な
家
に
し
た
か
っ
た
。
そ
の
土
地
で
し
か

生
ま
れ
な
い
、
し
っ
く
り
と
土
地
に
な
じ
む
よ

う
な
家
。
言
う
な
れ
ば『
方
言
の
よ
う
な
家
』で

し
ょ
う
か
ね
」（
ご
主
人
）。

　

新
築
の
計
画
が
具
体
化
し
て
か
ら
、
設
計
に
要

し
た
期
間
は
わ
ず
か
１
カ
月
。
こ
う
し
て
、
穐
谷

家
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。



　

完
成
し
た
穐
谷
邸
は
、
昔
な
が
ら
の
土
壁
に

も
似
た
外
壁
と
、
深
い
軒
の
出
が
印
象
的
な
住

ま
い
。
室
内
は
梁
や
柱
な
ど
の
架
構
を
現
し
に

し
た
、
一
見
す
る
と
い
た
っ
て「
普
通
」の
木
造

住
宅
だ
。

　

車
は
、
新
築
を
機
に
電
気
自
動
車
に
乗
り
替

え
た
。
自
家
発
電
し
た
電
気
や
、
割
安
な
夜

間
電
力
で
充
電
し
て
走
れ
る
だ
け
で
な
く
、
蓄

電
池
と
し
て
電
気
を
溜
め
て
、
家
庭
用
の
電
力

と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
冬
に
は
薪
ス

ト
ー
ブ
も
活
用
す
る
な
ど
、
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
頼
ら
な
い
生
活
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
」に
大
き
く
近
づ
い
た
。

　

家
電
は
ホ
ー
ム･

エ
ネ
ル
ギ
ー･

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト･

シ
ス
テ
ム（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）と
呼
ば
れ
る
制
御

シ
ス
テ
ム
で
一
元
管
理
さ
れ
、
電
気
の
使
用
状

況
は
モ
ニ
タ
ー
画
面
や
パ
ソ
コ
ン
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
確
認
で
き
る
。

 「
電
気
の
発
電
量
と
使
用
量
が
一
目
で
分
か
る

か
ら
、
自
然
と
節
電
の
意
識
も
高
ま
る
し
、
何

よ
り
環
境
へ
の
貢
献
度
が
目
に
見
え
る
の
は
楽

し
い
で
す
ね
」（
奥
様
）。

　

風
や
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
、
電
力
を
無
駄
な
く
効
率
的

に
使
う
、
始
末
の
よ
い
暮
ら
し
方―

―

。

　

快
適
で
、
便
利
な
だ
け
で
は
な
い
、
本
当
の

心
地
よ
さ
を
備
え
た
穐
谷
邸
は
、
近
い
将
来
、

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が
家
づ
く
り
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
る
可
能
性
を
、
静
か
に
、
さ
れ
ど
雄
弁

に
物
語
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で

始
末
よ
く
暮
ら
す

リビングと和室の間に
は、目の細かい格子
戸を設置。和室側か
らもリビング側からも
違和感を感じないデ
ザインで、空間を緩
やかに仕切る。

募集中「暮らしの達人」に登場していただけるご家族を募集しています。自薦･他薦は問いません。
ハウジングこまち編集部（☎025-280-1010 平日9:30〜18:00）までご連絡ください。

素
材
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
デ
ザ
イ
ン
も
。

無
駄
を
省
く
心
地
よ
さ

夕暮れ時に、明かりが漏れる穐谷邸。ア
プローチの格子がライトアップされ、昼間と
はまた違った美しい表情を見せる。

現しの梁や柱が、木造住宅の温かみを感
じさせるリビング。「複雑に見えるかもしれ
ないけど、造りはいたってシンプル。間取
りもサイズも『材料を無駄なく使えること』を
基準に設計してあります」（ご主人）。

DATA
□家族構成／夫婦＋子ども1人＋母
□竣工／2012年3月
□構造／木造軸組工法

1F

電気自動車は、ガレージに設置した電源から
割安な夜間電力で充電。自動車から家に電気
を送る制御装置は、メーカーの発売待ち。

2F

6 5



78

1　吹き抜けの玄関ホールは、大
きなFIX窓から光が届く明るい空
間。廊下はケヤキのフローリング
仕上げ。
2　真壁造りの和室には、仏間、
床の間、広縁、さらに書院まで備
わっている。細工が見事な「格(ご
う)天井」は、寺や料亭などの天井
に多く見られるもの。
3　腰壁で飾った子ども部屋は、
将来的に3部屋に仕切れる造り。
4　2階に設けたご主人の書斎は、
黒を基調にした大人のインテリア
に。

　

２
世
帯
７
人
で
暮
ら
す
Ｏ
さ
ん
は
、
老

朽
化
し
た
築
40
年
の
住
ま
い
を
建
て
替
え

る
こ
と
に
。
依
頼
先
に
決
め
た
の
は
、
少

し
前
に
ご
親
戚
の
家
を
手
掛
け
た
建
築
事

務
所
で
し
た
。「
建
築
中
か
ら
現
場
を
見
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
木
の
使
い
方
が
素
晴

ら
し
い
し
、
と
て
も
丈
夫
な
家
を
建
て
る

の
で
感
動
し
ま
し
た
」と
お
父
様
。

　

希
望
し
た
の
は
、
明
る
く
て
居
心
地
の

い
い
住
ま
い
。
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
日
本
庭

園
を
見
渡
せ
る
大
き
な
開
口
を
設
け
、
光

を
た
っ
ぷ
り
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

玄
関
や
１
階
の
和
室
は
純
和
風
、
２
階
は

モ
ダ
ン
に
仕
上
げ
る
な
ど
、
親
世
帯
、
子

世
帯
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

反
映
さ
せ
、
動
線
や
収
納
に
も
十
分
配
慮

し
ま
し
た
。「
明
る
く
て
使
い
や
す
い
家
に

な
っ
て
幸
せ
で
す
」（
奥
様
と
お
母
様
）。

日本庭園を眺めながら
２世帯で心地よく暮らす

家族構成：夫婦＋子ども3人＋両親
竣工：2010年12月　構造：木造軸組工法
延床面積：257.32m2（77.69坪） 
1F 169.34m2（51.13坪）　2F 87.98m2（26.56坪）
設計･施工：株式会社 穐谷建築事務所
☎0258-86-5212

DATA

My Favorite House お宅拝見! 新潟で建てた家

庭園は、お父様のご友人たちが心を尽くして造ってくれたもの。

新潟市 O邸
リビングは段差のない和
室と繋げ、2世帯の暮らし
やすさに配慮した。収納
をすべて造り付けにした
ことで、すっきりとした
印象に。

屋根の美しさが目を引くO邸。低く構えて品よく見せることで、町並みの景観に配慮した。

ホール

ト
イ
レ

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

クロゼット

吹抜

吹抜

寝室 洋室

トイレ

1Fとロフト部分は
M90 Ｙ100 K50

デッキ、ポーチ
など罫線などで
文字が見えにくく
なる場合は、
白地を敷く。

流し台

ウォークインクロゼット

デッキ

IH・
ガス
コンロ窓

浴槽 段差、
小上がりの境界線

洋室

窓

は
め
込
み

2
枚
引
き
戸

3
枚
引
き
戸

観
音
窓

はめ込み

2枚引き戸

3枚引き戸

扉

1
枚
引
き
戸

開
閉
扉

折
り
た
た
み

複
数
引
き
戸

1枚引き戸

開閉扉

折りたたみ

複数引き戸

穐谷建築　大島邸

1F 2F

浴
室

洋室 洋室

ベランダ

サ
ン
ル
ー
ム

ウ
オ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

寝室

リビング

キッチン

洗
面

坪
庭

玄関玄関玄関玄関
シ
ュ
ー
ズ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

和室

和室

仏間

脱衣室

和室 広
縁

書
院

子
供
室

書斎

吹抜

ホール

ト
イ
レ

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

クロゼット

吹抜

吹抜

寝室 洋室

トイレ

1Fとロフト部分は
M90 Ｙ100 K50

デッキ、ポーチ
など罫線などで
文字が見えにくく
なる場合は、
白地を敷く。

流し台

ウォークインクロゼット

デッキ

IH・
ガス
コンロ窓

浴槽 段差、
小上がりの境界線

洋室

窓

は
め
込
み

2
枚
引
き
戸

3
枚
引
き
戸

観
音
窓

はめ込み

2枚引き戸

3枚引き戸

扉

1
枚
引
き
戸

開
閉
扉

折
り
た
た
み

複
数
引
き
戸

1枚引き戸

開閉扉

折りたたみ

複数引き戸

穐谷建築　大島邸

1F 2F

浴
室

洋室 洋室

ベランダ

サ
ン
ル
ー
ム

ウ
オ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

寝室

リビング

キッチン

洗
面

坪
庭

玄関玄関玄関玄関
シ
ュ
ー
ズ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

和室

和室

仏間

脱衣室

和室 広
縁

書
院

子
供
室

書斎

吹抜

1F 2F

2

3

1

4



坪 単 価

80万以上

70万円台

60万円台

50万円台

40万円台

30万円台

20万円台

施工エリア

下越
中越
上越
佐渡

工     法

木造軸組
枠組壁
RC造
プレハブ
鉄骨造
その他

アイコンの見方
●坪単価･工法･施
工エリアの各アイコン
は、色の濃くなってい
る項目が対応可能な
ものです。
※設備や仕様、地域
などにより、一部異な
る（もしくは対応できな
い）場合があります。
詳しくは直接お問い
合わせください。

9

企
業
情
報

10

C
o
m

p
a

n
y

 In
fo

rm
a

tio
n

株式会社 穐
あ き や

谷建築事務所

簡素でありながら美しい
木造らしさを感じられる家づくり

　

時
の
経
過
と
と
も
に
光
が
動
き
、
ど

こ
に
居
て
も
気
持
ち
い
い
日
常
。
特
別

で
は
な
い
け
れ
ど
、
美
し
い
も
の
を
発

見
で
き
る
瞬
間
の
あ
る
家―

―

。

　

穐
谷
建
築
事
務
所
は
、
木
造
な
ら
で

は
の
美
し
さ
と
癒
や
し
を
感
じ
る
住
ま

い
を
ご
提
案
致
し
ま
す
。
日
本
の
風
土

と
文
化
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
建
築

か
ら
学
び
、
四
季
を
通
じ
て
快
適
な
住

ま
い
を
追
求
。
時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
味

わ
い
が
増
す
素
材
を
厳
選
し
、
で
き
る

だ
け
少
な
い
材
料
で
最
大
の
強
度
を
発

揮
す
る
家
を
つ
く
り
ま
す
。

 

「
木
造
ら
し
い
家
」を
テ
ー
マ
に
、
適

材
適
所
で
木
を
現
し
に
し
、
簡
素
で
あ

り
な
が
ら
永
く
飽
き
の
来
な
い
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｙ

チ
ェ
ア
や
障
子
戸
の
よ
う
な
…
。
年
月

と
と
も
に
愛
着
が
深
ま
る
家
は
、
風
土

に
溶
け
込
み
、
気
取
ら
な
い
美
し
さ
を

持
つ
と
考
え
ま
す
。

　

穐
谷
建
築
事
務
所
で
は「
お
客
様
に

最
善
の
暮
ら
し
を
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

的
確
に
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
新
築
設

計
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
プ
ロ
の
視
点
か
ら

ご
提
案
致
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、大
工
、

職
人
、
技
術
な
ど
細
か
い
点
に
も
自
信

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
に
完
成
し
た
物
件
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建築住宅センター主催、第一回住宅コンテスト「ラ･メゾン賞」を受賞したA邸。日暮れ時、家の中に灯りがともり、一家の楽しそうな生活が感じられる。

1

23

456

1玄関までのアプローチも家における大切なデザイン。モダンであり
ながらも奇をてらわず、町並みに溶け込むよう設計した。
2「構造材=内装材」という発想で、空間を最大限に生かしたデザイン。
建材は年月とともに味わいを深める国産杉の集成材を使用した。
3ダイニングの隣にデッキスペースを設け、休日はアウトドアリビン
グを楽しめる。デッキ上部には屋根があるので、雨の心配もいらない。
4スッキリとした現代和風のデザインに、機能性を融合させた大屋根
の住宅。
5掘りごたつを採用したダイニング。一角にスタディーコーナーを設
けて、家族の交流を育む設計に。
6白を基調にした開放感たっぷりのLDK。梁を現し、木の美しさをさ
りげなく表現した。

一級建築士･デザイナー
穐谷勝浩

お客様との出会いから設計、建築、お
引き渡しの後までも心から喜んでもら
える住まいをご提案致します。年間に
手掛ける棟数は限られてしまいます
が、じっくり丁寧につくり、ご納得い
ただける住まいをご提案致します。

担 当 者 から
ひとこと


